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ビール酵母資材とAZOSの併用による次世代植物保護戦略：

多層的防御メカニズムと相乗効果の解説

＊予めのお断り

本件レポートは、ビール酵母資材とAZOS）の持つバイオスティミュラント作用をAIで纏めたもので

あり、農薬的な効果を示唆するものでは全くありません。

1. はじめに：二資材併用の目的と農業現場への価値

現代農業において、化学農薬の低減と収量の安定化を両立させるためには、植物が本来備えてい

る自己防衛機能を最大限に引き出す「抵抗性誘導」の活用が不可欠です。ビール酵母由来のβグ

ルカン資材とAZOS（アゾス）を組み合わせる戦略は、単一資材の限界を超え、多層的な防御シス

テムを植物体内に構築する画期的な手法です。この戦略を導入することで、生産者は単なる「病害

の抑制」を超えた、植物のポテンシャルを能動的に引き上げる「攻めの保護」を実現できます。本レ

ポートでは、異なるシグナル経路を刺激することによるリスク管理の高度化と、強靭な根系発達が

もたらす収益性向上について、技術的視点から解説します。

2. ビール酵母資材（βグルカン）の作用機序：高度なパターン認識と防御スイッチ

ビール酵母資材は、高度な処理プロセスを経て製造される「エリシター（抵抗性誘導物質）」として

機能します。その核心は、植物の精密なパターン認識システムを「戦略的に欺く」点にあります。

● 「検知可能な断片」への加工  ビール酵母細胞壁に含まれるβ-グルカンは、そのままでは

植物に認識されにくい状態にあります。本資材は高温・高圧処理を施すことで、植物のセン

サー（受容体）が正確に捉えられる「β-グルカン断片」へと細分化されています。

● 植物の「勘違い」による防御起動  植物の免疫システムは、侵入してきた病原菌の細胞壁

成分を検知すると直ちに防御反応を開始します。本資材のβ-グルカン断片は病原菌の構

造と酷似しているため、植物は「病原菌が侵入した」と誤認し、実際の被害が出る前に防御

スイッチを入れます。

● エチレン経路の活性化  この誤認により、体内では速やかに エチレン経路 を中心とした植

物ホルモンが誘導されます。これにより、散布された部位において迅速かつ強力な局所的

防御態勢が整えられます。



3. AZOSの特性と防御メカニズム：全身波及型の「警戒信号」

一方、AZOSは植物に定着することで、ビール酵母資材とは異なる独立したルートから防御能力を

底上げします。

● エチレンシグナル（ET）経路の誘導  AZOSの作用により、植物体内では エチレンシグナル

（ET）経路 を介した信号伝達が活発化します。これは「全身獲得抵抗性」を補助する重要

なメカニズムです。

● 「全身的な信号」による警戒態勢の構築  エチレンシグナル（ET）経路の最大の特徴は、資

材が直接触れていない部位に対しても「警戒態勢」を敷くよう信号を送る点にあります。い

わば、植物体全体へ「システム・アラート」を発令する役割を担います。一方で、一般的な

病害抵抗性に関与するサリチル酸（SA）経路や、防御関連タンパク質（PRタンパク質）の蓄

積には依存しない「サリチル酸非依存的」なメカニズムであることも、大きな特徴です。

● 相補的な防御ライン  ビール酵母が担う「局所的な即応態勢」に対し、AZOSは「全身的な

持続的警戒」を提供します。この別ルートからのアプローチこそが、防御網の穴を埋める鍵

となります。

4. 多層的防御システムの構築：エチレン経路 vs アゼライン酸経路

これら二資材の併用は、植物体内に「冗長化されたセキュリティシステム」を構築することを意味し

ます。環境ストレスや天候によって一方の信号経路が抑制されたとしても、もう一報の経路が防御

を維持するため、発現の安定性が格段に向上します。

|

項目 ビール酵母資材（βグルカン） AZOS（アゾス）

主成分 高温高圧処理β-グルカン断

片

エチレンシグナル（ET）経路誘

導因子

主要な誘導経路 エチレン経路 エチレンシグナル（ET）経路

（サリチル酸非依存的）

植物側の認識プロセ

ス

エリシターによるパターン認識 バイオシグナルによる警戒信号

防御の特性 迅速・局所的な即応反応 全身的・持続的な警戒態勢

主な生理的効果 根活性向上、病害抵抗性誘導 発根促進、全身獲得抵抗性の

補助



「エリシター」と「バイオシグナル」という異なる信号を同時に走らせることは、病害リスクに対する究

極のリスク分散戦略です。現場での実証結果が示す通り、この多層化された防御網は、単一資材

では防ぎきれない多様な病害環境下でその真価を発揮します。

5. 相乗効果としての根系発達と気候変動適応策

本戦略の真の価値は、防御にとどまらず、植物の「基礎体力」である根系を劇的に強化する点にあ

ります。

● 1-5-5（NPK）処方と生育相の転換  ビール酵母資材に含まれる「窒素1.0%・水溶性りん酸5.

0%・水溶性加里5.0%」という成分構成は、単なる栄養補給ではありません。高いリン酸・加

里比率は、植物の「生育相の転換」をスムーズにし、防御反応に伴うエネルギー消費を支

える構造的な強さを提供します。

● 圧倒的な発根量による気候変動への適応  AZOSによる強力な発根促進と、酵母資材によ

る根活性の向上が組み合わさることで、顕著な根系の発達が促されます。これは近年の猛

暑や乾燥、ゲリラ豪雨といった異常気象下においても、安定して水分と養分を吸収し続ける

ための「気候変動適応策」として機能します。

● 光合成効率の最大化  強靭な根が支える旺盛な吸収力は、地上部の光合成効率を高め、

防御態勢を維持しながらも収量・品質を犠牲にしない「攻守のバランス」を実現します。

6. 現場での具体的な活用メリットと戦略的アドバイス

農業経営の安定化に向け、本併用戦略を以下の「3つの戦略的柱」として位置づけることを推奨し

ます。

● 防御の多層化による「不確実性」の排除  異なる2つのシグナル経路を刺激することで、環

境変動に左右されない安定した病害抵抗性を確保します。これは減農薬栽培における最

大のリスク管理となります。

● 根系強化による「吸収効率」の最大化  圧倒的な発根量は、施肥した肥料成分の利用効率

を極限まで高めます。資材コストを上回る肥料効率の改善と、ストレス下での生育遅延防

止に直結します。

● 植物ポテンシャルの最大化による「収益の安定」  外部からの薬剤に頼り切るのではなく、

植物自らが健康に育つ環境を整えることで、生産の波を最小限に抑え、持続可能な高収

益体制を構築します。本戦略は、単なる農薬の代替品ではありません。植物の生命力を科

学的に引き出し、異常気象時代の農業現場において勝利するための「戦略的資材投資」と

して、積極的な導入を提案します。

以上


